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作業科学の一翼を担う 

文京学院大学保健医療技術学部 
西方浩一 

ISOSのグループメールで，作業科学の学問性や

科学についてのディスカッションが行われ，国際

的な視野を持ち，議論を深めていくには，英語力

が欠かせないと感じました．さて，そこで話題に

なっていた学問とは何なのでしょうか？   

学問には，自然を対象とした自然科学，人間を

研究対象とした人文科学や社会現象を対象とし

た社会科学が存在します．そもそも，上記に挙げ

た学問が科学と呼ばれるようになったのも，それ

ほど新しいことではなく，産業革命以前に「自然

科学，人文科学，社会科学」と呼ばれているもの

は，「哲学」あるいは「神学」の一部として扱わ

れていたようです．掛谷（2005）によれば，学問

とは，「予測する力を持つ体系的知識，およびそ

の知識を得るための研究方法」であると述べてい

ます．また，Willard & Spackmanの作業療法（2003）

の中で，学問は，常に専門職の仕事を支える大学

コミュニティーによって承認された知識，学習，

学門的探求の一分野であると言われています．作

業科学は人間の行動を問題にするので，文化人類

学，社会学，心理学に近い社会科学として考えら

れるべきであると指摘されています． 

海外では，作業療法と並列で作業科学を標榜す

るDepartmentがありますが，日本ではまだまだ少

ない現状があります．大学院教育の中で作業科学

を学ぶことができる場所も少なく，それに伴い研

究者の数は圧倒的に少ないように感じます．日本

で，作業科学が学問として成立し，体系づけられ

るためには，まだまだ時間がかかるのではないで

しょうか．そのためには，作業に関心を持つ人々

が，研究手法を用いて予測可能なものとして体系

づけ，人々の役に立てるように成り立たせること

が重要であると思います．社会科学は，様々な要

素が相互に複雑かつ密接に絡み合い，人間の意志

が要因として含まれ，幅広い学問領域に関連が広

がっている点で，自然現象と異なると言われてい

ます（北中，1998）．  

作業科学は，作業の複雑さについて探求し，多

様な学問を取り入れ発展してきた背景がありま

す．日本においても，作業の知見を科学としての

方法に則り，社会に発表し積み上げていかなけれ

ばと思います．11月には作業科学セミナーが山口

で開催されます．多くの発表とともに参加者との

議論が広がり，体系的知識の積み上げになればと

思います． 

 

 
 

第18回日本作業科学セミナー開催

のお知らせ 
YICリハビリテーション大学校 

渡辺慎介 

既にホームページ等でお知らせしております

が，2014年11月15日（土），16日（日）に第18

回日本作業科学セミナーをYICリハビリテーショ

H26.11.15-16 

第１８回  

作業科学セミナー 

in 山口 

H26.11.15-11.16 

http://www.jsso.jp/
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ン大学校（山口県宇部市）にて開催いたします．

セミナーテーマは「作業科学とリーダーシップ」．

作業科学の知識を深め，作業療法士はじめ，他職

種，広くは一般市民に伝えたいという思いが込め

られていると同時に，「リーダーシップという作

業」そのものを考える機会として位置付けていま

す．講演は4講演，口述発表5演題，ポスター発表

は10演題を予定しております（詳細は日本作業科

学研究会ホームページをご参照下さい）．定員は

230名に設定しておりますが，まだまだ定員には

達していません．参加申込〆切を10月31日に延長

しておりますが，定員に満たない場合は再延長そ

して当日受付も考えております．懇親会は交通ア

クセスを考慮し，初日のセミナー終了後同会場で

開催し，懇親会後，宿泊施設，居酒屋等が多い宇

部新川駅までシャトルバスを運行する予定でお

ります．懇親会では，山口の文化に触れられる企

画を考えております．多くの方に我らが故郷山口

にお越しいただくことを願っています． 

セミナー準備を開始して1年が経とうとしてい

ます．実行委員は山口・作業維新の会（山口県作

業科学研究会）で出会ったメンバーを中心に編成

し，皆熱いハートを持った者ばかりです．ストイ

ックに，妥協をせず，このセミナーを盛り上げよ

うと準備を進めています．個人的な話ですが，1

人で始めた山口・作業維新の会が，今はこんなに

熱い仲間に囲まれ，そして僕の夢であった山口で

のセミナー準備という作業が出来ていることに

この上ない幸せを感じています．作業科学をきっ

かけに，僕は多くの方と出会うことができ，充実

感や効力感を得られる日々を過ごしています． 

我々の故郷山口で，多くの方と交流できること

を楽しみにしています． 

おいでませ山口へ！ 

 

理事会議事録 

平成25年度 第3回日本作業科学研究会

理事会 議事録 

日時：平成26年5月25日（日）13：30～16：30 

場所：東京都小金井市 社会医学技術学院 

出席者：港，酒井，西方，青山，小田原，古山，

近藤，西野，坂上，渡辺 

【議題：報告と審議事項】 

Ⅰ．各委員会より 

１．学術委員会 

１）機関誌編集班 

〈報告事項〉 

・8巻の編集中 

・論文が増えるように，研修会でも声をかけた. 

〈事項審議〉 

・査読者を投稿者から推薦してもらうことにつ 

いて→次回理事会で継続審議 

２）研究推進班 

〈報告事項〉 

・25年度研修会報告 

・5月24，25日で実施． 今後も継続していく予 

定． 

・あらかじめアンケートで興味を聞き，それを 

ワークショップの話題にした．参加者ニーズ 

によりマッチした話題になりやすかった． 

３）実践につなげる班 

〈報告事項〉 

・26年度研修会について 

日時・内容を検討中．8月24日（日）に愛知医 

療短期大学を予定． 

・形式は，前回と類似．現在，実践報告してく 

れる人を検討中． 

４）啓発・国際情報班 

〈報告事項〉 

・JOS論文抄録翻訳を中心に活動．新しい翻訳者 

を増やしており今後も翻訳を充実させていく. 

２．広報・ネットワーク委員会 

１）ホームページ担当 
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・12月に引継ぎをして，１月より管理者「つる 

ひめ」に変更． 

・松井さんを翻訳の委員からホームページの委 

員へ変更した． 

〈審議事項〉 

・HPに全国のOS勉強会の情報を掲載する． 

→掲載方法について委員の上江洲さんと相談 

して，改めて理事に報告する． 

２）研究会ニュース担当 

〈報告事項〉 

・村上氏が委員として加わった ． 

・次回は8月の発行予定．研究会の記事，山口OS 

セミナーを掲載． 

３）メーリングリスト担当 

〈報告・審議事項〉 

・現状維持で，停滞している．OSセミナー後， 

特に稼動していない． 

→ニュースがでたときに，メーリングリスト 

に記事の一部を載せて配信する． 

・自由に活用できますとの一文も最後に載せる 

ことを確認． 

３．学術研究会（セミナー開催サポートを含 

む） 

１）第17回作業科学セミナー決算・報告 

・黒字分を研究会の収入とする． 

２）第18回作業科学セミナー進捗状況 

・11月15，16日．ＨＰにて広報中．OTジャーナ 

ル，機関紙，各県士会に広報予定． 

・各理事には8月30日ころ演題の査読依頼の予 

定． 

・230名定員．教育講演を別会場にて口述発表１ 

と並行して行う予定． 

・ポスター１２，口述６題が可能 

・査読，演題募集等の具体的な手順が不明確 

→今後も理事以外の人が実行委員長になるこ 

とを考えて，運営マニュアルが必要．現実 

行委員長の渡辺さんがマニュアルのたたき 

台を作成． 1１月14日の理事会にマニュア 

ルのたたき台を提出してもらい理事会で加 

筆等をする． 

４．統括（研究会会長） 

・26年度選挙について 

・選挙管理委員長は藤原氏に依頼 

５．事務局 

・会員数：235名 

・決算報告：615，968円 

・本理事会の交通費は請求がなかったが，次回 

の総会で交通費も計上． 

・サポート理事の交通費は旅費で扱う．第18回 

のサポートですでに発生している分は平成25 

年度分で決算する． 

Ⅱ．その他の検討事項 

１．次期理事について 

・各理事より報告 

２．次回理事会について 

１）OSセミナー前日と最終日に行う． 

２）今回のように十分な話し合いができるよう 

に，OT学会とは別の日程で行うかは新役員 

で決める． 

３．監事の役割範囲についての確認 

→原則としてこれまでとは変わらない． 

〈内規〉理事会への出席義務はない．議事録を 

送る．今まで通り理事メールを送る． 

以上 

 

 

作業の芽 

 介護老人保健施設 加西白寿苑  

橋本浩三 

平成23年3月に第1回勉強会を開催し，発足から

３年半が立ちました．当勉強会では，『作業の実

践を考える勉強会』を大きなテーマとし，勉強会

/研修会/交流会を定期的に開催しています．具体

的には，事例検討や実際の現場の悩み，作業を用

こんな勉強会しています！ 
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いた取り組みを紹介するなど，臨床に近い内容を

心がけています．また，ディスカッションを行う

ことで，視野を広げていく場になればと思ってい

ます． 

これまで，2回の研修会と18回の勉強会を開催

し，毎回20名前後の参加者の方に来て頂いていま

す．また，同じ兵庫県内の他勉強会とのコラボ勉

強会も開催しています． 

過去には，参加者と将棋・掃除・料理・競馬な

どを勉強し実践したり，作業科学の研究を勉強し

たりと幅広い内容を取り上げています．常に，「楽

しく眠くない勉強会」を心がけ，クルー全員日々

奮闘しながら勉強会を開催しています． 

作業の芽の由来ですが，沖縄のOSセミナーに参

加した際に感化され，兵庫県内でも作業を考える

場が欲しい！「兵庫県で作業の芽が出るように」

ということでこの勉強会を発足しました．勉強会

発足当初は，作業の視点を他の人にも知ってもら

うことを目的として勉強会を開催しましたが，

徐々に作業という言葉も浸透し，最近は作業をど

う実践に取り入れるのかなど作業と臨床を近づ

ける内容になっていき，作業の芽としても少しず

つ成長していると考えています． 

和気あいあいとした，楽しい勉強会ですので興

味のある方は是非ともご参加下さい．また、遠方

で参加できない方もホームページ

（http://www.geocities.jp/sagyonome/）やFace 

bookやTwitter（@sagyonome）で情報を発信して

いますのでよかったら一度見てみてください． 

 

 

 

 

 

震災から3年半が経ちます．またこの夏は多くの

自然災害がありました．被災した方々，災害に関

連し不利を持っている人たちに寄り添いたいも

のです．あの時の経験を語り合い，忘れることな

く日々を過ごそうと思います．原稿を書いてくだ

さった宗像さん，ありがとうございます． 

太田西ノ内病院 

宗像暁美 

2011年3月11日，私はいつも通りある病棟の一

室でexを行っていました．楽しく話をしていると

携帯の緊急警報が鳴り始め，同時に強い揺れが襲

ってきたのを覚えています．床には物が散乱し，

余震の度に悲鳴が聞こえ，Ns達が走り回り，情報

が錯綜し，混乱は夜中まで続きました．家に帰る

とアパートの部屋の中もゴチャゴチャになって

いましたが，ライフラインは確保でき日常生活を

送ることが可能な状態でした．その後の食品や日

用品，ガソリンなどの物不足には苦労しましたが，

幸いにも当院は何とか病院機能を失うことなく

運営を行うことができ，私の日常は通常通りクラ

イエントと向き合うことができ，震災前後での業

務内容に大きな変化はありませんでした． 

しかし，福島には津波の被害だけではなく原発

事故という大きな問題が起きていました．放射能

の脅威に有無を言わさず非難をしいられた方，子

供を守るために避難を決めた方，地元を愛しそこ

に残ることを決めた方…，福島に住むすべての方

のそこにあったであろう日常や大切な作業は簡

単に剥奪されていきました．そして，それぞれの

心に傷を残していきました．私自身，「福島で暮

らしていけるのか」「この環境の中で避難者や目

の前のクライエントに何ができるのか」と不安や

憤り，無力感を感じることが多くありました． 

3年半が経った今，そんな私の心を救ってくれ

ているのは“つながり”です．避難を余儀なくさ

れた町の保健師さんと知り合い介護予防事業を

お手伝い出来たり，その町の方々と知り合ったり，

この震災をきっかけに新たな“つながり”や大切

な方々との“つながり”を強めることができまし

た．言葉を交わす事，笑いあうこと，その場を共

有すること，その１つ１つの作業が「大丈夫，私

たちは前に進むことができる」と背中を押してく

シリーズ 作業を考える＠東北  
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れているような気がしています．“きずな”より

もちょっと軽いけど“つながっている”というこ

とは「私は一人じゃない」と教えてくれ，行う作

業の意味も変えてくれています． 

昨年，第17回作業科学セミナーを福島で開催す

ることができ，その際にも多くのご支援をいただ

き新たな“つながり”を作ることができました．

感謝の思いでいっぱいです．いただいた“つなが

り”を大切に育て“きずな”へと成長させていく，

その作業が私自身を成長させ，新たなる作業への

挑戦に“つながる”と信じています． 

 

第２回作業科学にまつわる 

研究法研修会開催 
関西福祉科学大学保健医療学部 

酒井ひとみ 

昨年度に引き続き，研究推進班では第2回研修

会を平成26年5月24日，26日に社会医学技術学院

において開催しました． 

研修会の内容は，第1回目のアンケートを参考

に，作業科学研究のための基礎知識（作業科学と

は何か？研究とは何か？作業科学研究論文の読

み方），作業科学研究の理解（作業科学研究の進

め方、ワークショップ）に作業科学の総論を加え

ました． 

今回は，作業科学研究の進め方では，作業科学

に関連する博士論文を題材にした質的研究の解

説をお願いしました．ワークショップでは，事前

に受講者にアンケートを実施しワークショップ

の内容や進め方を決定しました．参加者のほとん

どが作業の研究について興味を持っていながら

も，研究を実施しているものは1割程度であった

ため，ワークショップでは，具体的な話題提供が

可能な方の中から2名を選出させていただき，そ

れを基に，リサーチクエスチョンや目的の明確化，

研究方法検討などを行いました． 

期間的な制約もあり総論的な内容にならざる

を得ませんでしたが，研修会後のアンケートを参

照すると，受講生にとっては，今後学んでいくた

めの具体的な興味と意欲を引き出す機会になっ

たこと，作業の研究に対する切り口が広がった研

修会であったようです．もちろん，企画者である

私が一番勉強になった研修会でした． 

最後になりましたが，博士論文の解説をいただ

いた聖隷クリストファー大学の小田原悦子さん，

話題提供をしてくださった諏訪共立病院の中塚

聡さん，介護老人保健施設晴山苑の岡本武志さん

をはじめご参集くださった30名の受講生諸氏に

感謝申し上げます． 

（第2回研究法研修会担当：酒井，近藤，渡辺，西野） 

 

作業科学にまつわる 

研究法研修会参加報告 
諏訪共立病院 

中塚聡 

研修会では「作業科学の基礎知識」や「研究の

手法」，「文献の読み方」，「臨床の疑問を研究

につなげる考え方」などを教わることができまし

た．特にワークショップでは私の臨床での疑問を

取り上げて頂き，疑問を明らかにするために，作

業や作業科学の視点を踏まえて，何をすべきか，

考えることができました．私は作業療法が社会に
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貢献するためには作業療法の社会的認知は不可

欠と考え，まずは一番身近な当院の他職種に対し

て「作業に焦点を当てた実践の効果を示すにはど

うすればいいか」と悩んでいました．それについ

て「このテーマはリサーチクエスチョンとして適

切か」，「作業科学の研究テーマになり得るか」，

「この研究テーマに役立つ作業科学の研究とは

どのようなものか」といった視点から，講師の先

生方や参加者同士でディスカッションを行うこ

とができました．作業療法の効果を他職種に分か

りやすく示すには，心身機能やADLの変化を量的

に示すだけでなく，作業の意味や機能といった質

的な変化はどうだったか，又，効果があったと思

えたのはどのような事例か，介入では何を・なぜ

行ったのか、といったことを調査することで，他

職種に示すだけでなく，OTR同士が視点を共有す

ることでより多くの効果的な介入につなげられ

ることがみえてきました．現在，インタビューガ

イドを作成し，アンケート調査により，情報の共

有をすすめています．今まで作業科学という学問

や研究という分野は，臨床とのつながりが見えに

くく避けてきましたが，今回，研修会に参加する

ことで，臨床家として研究に目をむけることの意

義を実感し，体験することが出来ました．臨床家

のみなさんもこのような研修会に参加して，日々

の臨床での疑問を掘り下げる体験をしてみませ

んか．今まで見えなかったことが沢山みえて，臨

床という仕事に新しい視点を取り入れることが

出来ると思います． 

世界の作業科学者とミングル！：

WFOT学会での国際作業科学協会 

ワークショプにて 
帝京科学大学 

近藤 知子 

ミングルとは，交わる・一緒になる・話をする

などの意味があります．第16回世界作業療法学会

の第３日目の午後，90分にわたって行われた国際

作業科学協会（ISOS）のワークショップは，世界

の作業科学者や作業に関心をもつ作業療法士が

ミングルしました． 

ISOSは，1999年に異なる国の作業科学者が，国

境を越え，作業科学を世界的に広め，高めて行く

ことを目指す国際組織で，１名の会長を含む５人

の理事がいます．作業について興味がある人が誰

でもメンバーとなる事が可能で，メールを通して，

各国に生じている問題や興味を引く事がら，学会

のお知らせなど共有します．また，これまで作業

科学や作業療法の国際学会で，作業科学者による

討論会や，ワークショップを開催してきています． 

先日のワークショップは「作業療法士がより深

く人間作業を理解するための研究について話そ

う」というものでした．作業科学は，25年程前に

誕生後，学問的であることに焦点がおかれ，作業

療法に直接に役にたつことを目指してきた訳で

はありませんでした．しかし，作業が作業療法の

核であることがはっきりと謳われるようになり，

また，作業科学者の多くが作業療法士でもあるこ

とから，作業療法の教育や実践で作業科学がどの

ように活用されるのがよいのかが考えられ始め

るようになりました．WFOTでのISOSのワークショ

ップにはこのような流れを汲んでいます． 

ワークショップには，当初予想していた50人を

遥かに超え100人におよぶ参加者が集まりました．

まず，現在会長を務めるAlison Wick氏がISOSの

紹介をするとともに自国のオーストラリアの作 

業科学研究の現状を話し，次いで現理事の米国の

Pollie Price氏，前理事の南アフリカのRoshan 

Gavaan氏，前理事のスウェーデンのエリック浅羽

氏，そして現理事の私が，それぞれの国の作業科

学研究について簡単にまとめました．次いで，参

加者全員が10人程度の小グループになり，作業療

法で必要とされる研究について話し合い，最後に

その内容を3〜4グループが発表しました．グルー

プ討論の内容には，自分らしい作業とは何か，施

設の中で自分家のような感覚はどのように作れ

るか，犯罪や依存などのような作業の暗い側面，
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医療や健康への政治的背景などがあったようで

す． 

ミングルはとてもエキサイティングで，参加者

の多くの方から面白かったという意見をいただ

きました．また，理事による反省会でも，とても

よいワークショップで，次回も是非このような機

会を作ろうということになりました．参加して下

さった皆様，通訳やファシリテーターとして協力

して下さった日本作業科学研究会の理事の皆様，

どうもありがとうございました． 

当日のワークショップの様子に興味のある方

は，ISOSのURL http://www.isoccsci.org/ の

About usというバナー，そしてWorkshopという文

字をクリックして下さい．当日の発表，写真，討

論のまとめを見る事ができます． 

                      

ニュース編集 担当 西野歩，村上典子

 

ISOSの会員になろう！ 

 

世界の作業科学者とのミングルす

る機会を持ちたい方．国際作業科学協

会（ISOS）の会員になりませんか？会

費は無料，メールを通しての登録をす

るだけです．会員になり，世界の作業

科学者が発信するメールを受け取り

たい方は，ISOSのホームページより，

Networkingというバナーを選び，

Membersをクリックした後，画面に現

れるISOS Google groupから手順に下

がって，メンバー登録をして下さい．

グループ管理者から返事があります

ので，さらに，自分の情報などを入れ

て登録を進めていただければ，登録が

完了します． 

帝京科学大学 

近藤 知子 
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